
 
 

     「自分の進む道を 

知っている者に 

        世界は道を譲ってくれる」 

        デイビット・S・ジョーダン 

 時津町立鳴北中学校 

 令和５年度学校だよりＮｏ５ 

 令和５年７月４日 

 文責 校長 吉尾直樹   

24日からの教育週間では、命を見つめる道徳科の授業

公開や学年・学級懇談、SNSノートながさきでの情報モ

ラルについての学習、ふるさと時津に学ぶ「ふるさと・キ

ャリア学習」、3年生の思春期教室、そして最後には、生

徒総会と、一人ひとりの心や思い、願いに向き合った一週

間でした。この期間中に、たくさんのことについて考え、

話し合ってきました。お忙しい中、ご参加いただいた皆

様、ありがとうございます。特に2年生の道徳科の授業では、保護者にも話し合いに参加いただき、子ど

もが生まれたときの思いなどを話していただきました。道

徳科の授業では、自分とは異なるさまざまな視点があるこ

とに気づき、視野を広げることはとても大切です。今後の

道徳科の授業についても、授業があった日に家に帰って、

保護者のお話や考えを聞くとさらに考えが広がります。ぜ

ひ、話してみてください。 

３０日の生徒総会では、各専門部の目標などの話し合い

を行い、３つ目の議案として「日本一美しい学校にする」

にはどうすればよいかについて話し合いました。掃除の時

間だけではなく、美しい学校どうあるべきなど、さまざま

な思いや願いをグループに分かれて出し合い、積極的に発

表しました。この話し合いの中から、学級や学年として、専門部としてすること、個人として取り組むべ

きことなどを見出したことと思いま

す。願いは具体的な計画にして初めて

かなうものです。明確な目標にして行

動する計画を立てましょう。 

5月末から行われてきた郡中総体も、長崎市と合同で行われ

た水泳競技で終わり、その中では、いつものドラマが繰り広げ

られました。ようやく応援生徒も参加できるようになり、拍手

のみではありますが、どの会場でも圧倒するような熱のこもっ

た応援を行いました。また、ベンチと選手が一体となり、みん

なでこの試合の臨むという気持ちが伝わる場面も多く目にしま

した。素晴らしい感動をありがとう。 

その後、県大会に向けて西彼杵郡の代表として力を高めよう

と努力する人、部活動に一区切りをつけ、受験に向けて学習に

集中する人、新チームの中心となって新たな気持ちで頑張る人

など、次の目標に向けて、動き出したところだと思います。 

部活動は、仲間たちと一緒に自分たちの手で創り上げるもの

です。目標の達成よりも、

そこに至る過程がなにより

大切です。みなさんは、た

くさんのことを仲間ととも

に悩み、話し合い、そし

て、乗り越えてきました。

その力は、これからの大き

な糧となります。自信をも

って前に進みましょう。 

それぞれの思いを言葉にして 

6 月２４～３０日 時津っ子の心を見つめる教育週間 

部活動で積み重ねてきたものは… 

郡中総体球技・武道大会、陸上大会、水泳大会 


